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取　組　状　況
①コンピュータネットワークⅡで，新しい教科書を利用しながら，これまで以上
に学生に役立つ知識を教授した．特に教科書の仕組みや動作の図を利用す
ることで授業の進行を速められたため，演習問題を例年より多く行わせること
ができ，その結果平均点が上がり学生の理解度も向上した．
②プログラミング基礎において，1年生 であることを考慮しながら，学生の目
線に立ったわかりやすい授業を行った．資料の改訂を重点的に行い，特に実
例を挙げながらよりわかりやすくした．また時間を有効に使えるように実例・
図を増やしながら学生に教材を提示し，より分かり易く教授した．
③情報工学実験実習Ⅲにおいて，HackUなどのコンテストを活用しながら，ま
たグループ作業では埋もれてしまう個人での活動も増やし学生の力になるよ
うにした．応募した作品はさいたまICTコンテストにおいて経済産業省及びさ
いたま商工会議所から賞をいただき，良い指導ができた．
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